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平成２９年度第２回江別市学校給食会理事会議事録 

 

日  時 平成３０年３月２６日（月）１５時０１分～１６時０１分 

場  所 江別市立学校給食センター 研修会議室 

出席理事 野田理事長、渡部副理事長、甲斐理事、泉山理事、酒井理事、大野理事（６名） 

欠席理事 横山理事、野澤理事、服部理事、長谷川理事、松下理事（５名） 

事 務 局 鈴木（知）事務局長、森山事務局次長、鈴木（正）事務局員、木村事務局員（４名） 

傍 聴 者 １名 

会議次第 １．開会 

２．理事長挨拶 

３．議事 

報告事項第１号 平成２９年度江別市学校給食会計決算見込について 

  報告事項第２号 平成２９年度江別市学校給食会運営事務会計決算見込について 

  議案第１号   平成３０年度江別市学校給食会事業計画（案）について 

  議案第２号   平成３０年度江別市学校給食会計予算（案）について 

  議案第３号   平成３０年度江別市学校給食会運営事務会計予算(案)について 

４．その他 

５．閉会 

配布資料 ・次第 

・江別市学校給食会理事名簿 

・平成２９年度江別市学校給食会計 

・平成２９年度江別市学校給食会運営事務会計決算見込算定資料 

・平成３０年度江別市学校給食費算定資料 

 

▼会議内容 

 

【開会】 

○事務局長 

皆さま、こんにちは。 

定刻になりましたので、理事会を始めさせていただきます。 

本日は年度末のお忙しい中、お集まりいただき、誠にありがとうございます。 

事務局長の鈴木でございます。 

今回は、平成２９年度の決算見込のご報告と平成３０年度の予算案を提出いたしますので、ご審議

の程、よろしくお願いいたします。 

本日は全理事１１名中、６名の理事のご出席をいただいており、過半数となっておりますことから

本理事会が成立しておりますことをご報告いたします。 

 

まず、資料の確認ですが、本日、お手元にお配りしました資料は、 

 

・次第 

・江別市学校給食会理事名簿 

・（報告事項資料の）平成２９年度江別市学校給食会計、江別市学校給食会運営事務会計決算見込算

定資料 

・（議案資料の）平成３０年度江別市学校給食費算定資料 

となっております。 



- 2 - 

 

不足等ございましたら、事務局にお申し出ください。 

本日は、横山理事、野澤理事、服部理事、長谷川理事、松下理事より、所用により欠席という事で、

事前にご連絡をいただいております。 

 

それでは、ただいまより、平成２９年度 第２回 江別市学校給食会理事会を開会いたします。 

開会にあたりまして、野田理事長より挨拶を申し上げます。 

 

○理事長 

 皆様、ご苦労様です。 

事務局から添付資料として給食費関係の新聞記事が配られております。 

私もこれを見て、札幌も値上がりするのかなと興味津々でおりました。 

札幌市は小学３年生で１食２６５円、中学生で１食３１７円と中学生では３００円を超えています 

が、江別では７，８年前に中学生が一食３００円を超えました。 

資料によると、石狩管内では、中学生で３０４円から３２７円と一食２０円程の差で、給食費を安 

くするには何を切り詰めるかというと、栄養になる野菜類を減らすことになります。金額を落とせば

落とすほど質が落ちていくわけです。 

もう一つ、江別では先生方が給食費の徴収に携わっていないので、助かっていると思います。徴収

は給食センターの方で行っております。 

その分、教師は子どもと向かい合う時間を増やすことができます。 

引き続き、子どもに美味しい給食を提供し、地産地消のＰＲを出来ればと思っています。 

 

○事務局長 

 野田理事長、ありがとうございました。 

続きまして、議事に入る前に、江別市学校給食会理事会の公開につきましてご説明いたします。 

江別市では、江別市情報公開条例第２０条の規定により、市民の市政への参画を促進するとともに

公正で透明な市政を推進するために、関連する審議会等は支障のない限り公開を原則としており、こ

の理事会でも傍聴を認めております。 

また、会議の議事概要として、発言内容を発言者の氏名とともに市のホームページ等で公開いたし

ますので、ご了承いただきたいと思います。 

本日は、１人の傍聴希望者が待機しております。入場いただいて、これ以降の議事を傍聴いただこ

うと考えておりますが、よろしいでしょうか？ 

 

○各理事 

  了 

 

○事務局長 

それでは、傍聴者の方に入室していただきます。 

 

（傍聴者入室） 

 

○事務局長 

傍聴者の方に申し上げます。 

会議の開催中は、静穏(せいおん)に傍聴することとし、拍手その他の方法により賛成、反対の意向

を表明するような行為はご遠慮いただいておりますので、ご協力の程をよろしくお願いいたします。 
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【議事】 

○事務局長 

 それでは、次第の３、議事に入りたいと思います。これ以降の議事の進行につきましては、野田理

事長、よろしくお願いいたします。 

 

○理事長 

それでは議事に入ります。 

報告事項第１号 平成２９年度江別市学校給食会計決算見込について 

報告事項第２号 平成２９年度江別市学校給食会運営事務会計決算見込について、事務局から一括

して、説明願います。 

 

【報告事項第１号 平成２９年度江別市学校給食会計決算見込について】 

 

○事務局長 

私から報告事項について説明いたします。 

まず、「平成２９年度江別市学校給食会計、江別市学校給食会運営事務会計決算見込算定資料」の

１ページをお開き願います。 

「報告事項第１号、平成２９年度江別市学校給食会計決算見込書（収入）」をご覧ください。 

こちらは、平成２９年度江別市学校給食会計決算における収入の見込みになります。 

それでは、主要科目について説明いたします。 

一段目、前年度からの繰越金で２６６万７，１８２円です。 

次に、児童給食費は、当初予算に比べて２０４万７，４５９円増加し、３億５５５万１，４５９円

を見込んでいます。 

次に、生徒給食費は当初予算に比べて２８万２０９円減少し１億９，６２８万３，７９１円を見込

んでいます。 

児童給食費と生徒給食費の増減の要因は、児童生徒の転入転出などにより、給食供給数が当初予定

数より変化したことによるものです。 

合計では、予算現額５億１，３６９万９，０００円に対しまして、収入見込額は、５億１，３８６

万４４０円となり、１６万１，４４０円増の見込となっています。 

 

 次に、２ページの報告事項第１号の資料１「平成２９年度江別市学校給食会決算見込書（現年度分）

収入」をご覧ください。 

ただいま説明いたしました収入のうち、給食費に係る調定額、収入見込額、未納見込額、収納率を

記載しています。 

一段目、児童給食費収入の収納率は、９８．３５％、生徒給食費収入の収納率は、９８．３０％と

なる見込みです。 

これに、職員給食費と父母試食費を加えた合計調定額は、５億１，４８８万２，０６３円、収入見

込額は、５億６３６万１，３５０円となり、全体の収納率は９８．３５％となる見込みです。 

平成２８年度の収納率は９８．３４％でしたので比較すると、０．０１ポイント高くなる見込みで

す。 

 

次に３ページの資料２、「過年度分給食費年度別納入状況調書及び不納欠損処分内訳調書」は、平

成１６年度から２８年度までの過年度の収納等の状況になります。 

 

次に４ページの「平成２９年度江別市学校給食会計決算見込書（支出）」をご覧ください。 

一番上の段の主食費は、予算額より２６１万９，８４６円の減、次の副食費は、予算額よりも 
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１８０万６４４円の支出減となる見込みです。 

 今年度は、野菜等の原材料費の価格の上昇などがあったことから、メロンパン等の比較的単価の高

い主食を減らしたこと、また、栄養教諭が栄養価を守りながらこれまで以上に献立の作成に工夫を凝

らしたことが、結果的にこのような支出の減少につながったと見ております。 

表の一番下段になりますが、支出見込額の合計は、予算現額５億１，３６９万９０００円に対して、

５億１，００４万３，０２７円となります。 

表の下段欄外に記載のとおり、収入見込額５億１，３８６万４４０円と支出見込額の合計５億 

１，００４万３，０２７円との差額は、３８１万７，４１４円となり、この残額につきましては、 

平成３０年度に繰り越すことになります。 

 

【報告事項第２号 平成２９年度江別市学校給食会運営事務会計決算見込について】 

 

次に５ページの報告事項第２号「平成２９年度江別市学校給食会運営事務会計決算書（収入）」を

ご覧ください。 

市補助金は、江別市からの補助金で、予算現額２，０４４万６，０００円と同額が入金されていま

すので、収入見込額は予算と同額です。 

次の雑収入ですが、平成２９年１２月から休職している給食費徴収事務職員の社会保険料及び住民

税として、１０万４，０００円の補正予算を組み、収入見込額が１０万１，５５９円となっているも

のであります。 

 

 次に６ページの「平成２９年度江別市学校給食会運営事務会計決算書（支出）」をご覧ください。 

各科目ごとの予算現額、支出見込額等につきましては、ご覧のとおりとなります。 

予算現額との差が大きい２段目の「給料」３段目の「職員手当」ですが、１２月から休職していた

給食費徴収事務職員に支払われなかった給料と時間外手当等の残額になります。 

 

表の下段欄外をご覧ください。収入見込額２，０５４万７，５５９円と支出見込額の合計 

１，９３９万５，４７８円との差額は、１１５万２，０８１円となり、この残額については、市へ返

納することとなります。 

 

以上で報告事項第１号及び第２号の説明を終わります。 

 

○理事長 

今回は２８年度と２９年度の比較で説明しているのでわかりやすいですね。 

 事務局から報告事項の説明がありましたが、質問等ありませんか。 

 

○泉山理事 

江別市では本来、給食費の徴収は学校で行っているのですか？ 

 

○事務局長 

 徴収は江別市学校給食会で直接行っています。 

 

○泉山理事： 

だから学校は徴収事務に関わっていないと言うことなのですね。分かりました。 

未納の給食費には時効はあるのですか。 
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○事務局長 

民事債権なので時効は２年ですが、督促を繰り返すことで時効を伸ばしています。 

 

○泉山理事 

督促がある限り保護者は払う義務があるのですね。 

 

○理事長 

未納者が市外に転出した場合はどうしていますか。 

 

○事務局次長 

分かる限り追跡していますが、連絡先が分からなくなってしまうなど、事実上追いかけることが難

しい場合もあります。 

 

○副理事長 

繰越金の事ですが、給食会計は単年度で収支を行っているので、あまり繰越金が多くなるのは問題

になりませんか。 

事務局ではどのくらい繰越金があれば安全に運営できると考えていますか。 

 

○事務局長 

食材費高騰などの状況を考えると、５００万円程の繰越しがあると安全と考えています。 

 

○理事長 

平成２２年度から急に未納率が上がっています。 

 

○副理事長 

未納率が改善すれば、その分食材費に回せるので、今後も収納率を一層、改善していくよう事務局

にはお願いします。 

 

○理事長 

同じ方が未納を続ける傾向はあるのですか。 

 

○事務局次長 

小学校１年から未納が発生し督促を続けても折衝ができず、そのまま中学卒業というケースもあり

ます。 

そこまでいかなくても２年程度残っているものは散見されます。 

古いものでも督促を出したり、電話をかけるなどしても全く進展のないケースもあります。 

 

○泉山理事 

私は平取町にいました。平取町は自校給食の学校で、収納率は１００％でした。 

所得の低い家庭には児童手当から天引きしていました。 

 

○事務局次長 

江別市でも平成２３年度から未納者からの申出を頂いたうえで児童手当から控除し給食費の未納分

に充てています。平成２９年度は過去最高の徴収額となったところです。 
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○理事長 

他に質疑がなければ議案の審議に移ってよろしいですか。 

 報告事項第１号と第２号についてはいかがでしょうか。 

 

○各理事 

   了 

 

【議案第１号   平成３０年度江別市学校給食会事業計画（案）について】 

 

○理事長 

それでは、事務局から議案第１号「平成３０年度江別市学校給食会事業計画（案）」から議案第３

号「平成３０年度江別市学校給食会運営事務会計予算（案）」まで一括で説明願います。 

 

○事務局長 

私から議案について説明いたします。 

「平成３０年度江別市学校給食費算定資料」の１ページをお開き願います。 

「平成３０年度江別市学校給食会事業計画案」をご覧ください。 

１の基本方針はこれまでどおり、『本会は、学校給食の教育的な観点に基づき、学校における食に

関する基本的な生活習慣の習得などを円滑に実施するため、良質かつ低廉で安全な学校給食を供給し、

給食内容の充実とともに学校給食の円滑な運営実施を図ることを基本とする。』としています。 

 次に、重点事項につきましては昨年度と同様ですが、各項目について説明いたします。 

（１）で学校給食の適正実施等について、（２）（３）では、地場産及び道内産の食材を優先して

使用することとしています。 

（４）については、東日本大震災から７年が経過しましたが、いまだに食材の放射能汚染の危惧が

払拭されておらず、放射能検査も継続されていることから、「食材産地の情報提供等」についての項

目を残しており、（５）は食育の推進、（６）は、公立小中学校における校内体制や全体計画に基づ

き、「第２次江別市食育推進計画」の目標達成について示しております。 

最後に、（７）は給食センター各種事業の推進に協力するとしています。 

 

なお、基本方針及び重点事項につきまして、何か修正した方が良い点がありましたら、後程審議く

ださいますようお願いいたします。 

 

次に２ページからは、平成３０年度の江別市学校給食費算定資料になります。 

２ページの「平成３０年度の学校給食費について」をご覧ください。 

学校給食の算定にあたっての方針を記載しています。 

 冒頭に記載のとおり、牛乳の単価増額や主食の食材価格の値上げなどがあり、主食費は２円、牛乳

費を１円増額しますが、総額で考えた時に現行の給食費で賄うことが可能であると判断し、副食費を

３円減額することで１食単価を平成２９年度と同額とするご提案です。 

 

次に、１の年間給食日数についてご説明いたします。 

平成３０年度は、平成２９年度の２０５日から１日減の２０４日で、校長会と調整しています。 

給食日数に変動があるのは、小学校と中学校の長期休みのずれが要因となります。 

なお、１週間における主食の種類別回数は変更なく、米飯２．５回、パンは１．５回、麺は１回で

す。 

 

 次に、２の給食費についてご説明いたします。 
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（１）の主食費ですが、平成３０年１月に北海道学校給食会から示された主食費の原材料費の予定

価格によりますと、パン及びラーメンの原料である道産強力小麦粉は平成２９年度比約６．７％値上

げとなり、精米の価格も、前年度比１０．１％の値上がりとなることから、平成３０年度においては

主食費を一食当たり２円増額します。 

それぞれの単価は小学校低学年７６円、中学年７９円、高学年８２円、中学校は９０円となります。 

 

 次に、（２）牛乳費についてです。 

 牛乳は、現行どおり２００㏄パックのものを提供します。 

牛乳価格は、北海道農政部が全道を区域分けして入札した結果、平成３０年度価格は４２円３９銭

で、税込４５円７８銭１厘となります。 

このことから、平成３０年度の牛乳単価は、円未満を四捨五入し平成２９年度より１円高い税込 

４６円とします。 

 

 次に、（３）副食費についてです。 

 副食費は主食費と牛乳費の増額分３円を吸収しますので、小学校中学校とも平成２９年度単価から

３円減額し、小学校１４６円、中学校１９１円とします。 

食材費のうち、江別産野菜の価格については、平成３０年２月２０日に地場産農産物の利用推進に

係る会議を開催し、各品目とも前年度と同額とすることで決定しています。 

その他の食材は値上がりしているものもありますが、上記の単価で足りるよう献立や食材の選定を

工夫していきます。 

 ３ページの表は、平成３０年度と平成２９年度の給食費単価比較表です。 

 先にご説明したとおり、主食は２円、牛乳は１円増額し、その分、副食で３円減額しましたので、

主食、副食、牛乳を合計した１食単価は平成２９年度と同額で、小学校低学年が２６８円、中学年 

２７１円、高学年２７４円、中学校３２７円となります。 

 

 

【議案第２号   平成３０年度江別市学校給食会計予算（案）について】 

 

○事務局長 

 次に、４ページ議案第２号「平成３０年度江別市学校給食会計予算書案（収入）」をご覧ください。 

一段目、繰越金は、４ページの報告事項第１号で説明したとおり、３８１万７千円となります。 

 児童給食費から雑入までの本年度予算額は、ご覧のとおりとなり、合計では、昨年度より９３８万

５，０００円減の５億４３１万４，０００円となります。 

 

次に、５ページの「平成３０年度江別市学校給食会計予算書案（支出）」をご覧ください。 

一段目の主食費は、先程ご説明したとおり、２円増額として、小学校の低学年は７６円、中学年は

７９円、高学年は８２円、中学校は９０円とし、これに学校・学年別の児童生徒数と予定食数を掛け

て算定しています。 

副食費、牛乳費につきましても、主食費と同様に、副食費は、小学校１４６円、中学校は１９１円

を、牛乳費は、４６円に学校・学年別の児童生徒数と予定食数を掛けて算定しています。 

給食代替品費、公課費は、ご覧のとおりとなります。 

このことから、支出の予算額も収入の予算額と同額の５億４３１万４,０００円で計上しています。 
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【議案第３号   平成３０年度江別市学校給食会運営事務会計予算（案）について】 

 

○事務局長 

続きまして、６ページの議案第３号「平成３０年度江別市学校給食会運営事務会計予算書案（収

入）」をご覧ください。 

運営事務会計は、学校給食会職員の給料や委託料などの経費を賄うため、江別市からの補助金を受

けているもので、学校給食センター費として２，０９９万３千円予算措置されていますので、同額を

収入に計上しています。 

 

７ページは、「平成３０年度江別市学校給食会運営事務会計予算書案（支出）」についてです。 

各科目ごとの予算金額につきましては、ご覧のとおりとなります。 

２段目の「給料」は、給食会の事務職員３名分の給料ですが、平成３０年度から、６０歳定年制を

撤廃した上で、新たに雇用する給食費徴収事務職員は、フルタイム勤務で雇用することから、月額給

料が増となっています。 

合計で収入金額と同額の２，０９９万３千円となり、前年度比５４万７千円の増となっています。 

以上で審議事項第１号から第３号の説明を終わります。 

 

○理事長 

事務局から議案第１号から議案第３号について説明がありましたが、質問等はありませんか。 

 

○副理事長 

主食費が２円、牛乳費が１円上がった分、副食費を３円下げて１食当たりの単価は昨年度と同額と

いうことですね。 

 

○事務局長 

一食単価は昨年度と変わりません。 

 

○理事長 

副食費を下げていって大丈夫なのでしょうか。 

 

○事務局長 

先ほどお配りした『給食費 食材高騰で限界』の新聞記事資料についてここで説明させていただい

てもよろしいでしょうか。 

石狩管内自治体の給食費単価の状況が書かれておりまして、厳しいやりくりが行われているという

内容です。 

このことにつきまして石狩管内の各市町村に確認したところ、札幌市、新篠津村についてはまだこ

の金額で決定したわけではなく詳しいことは申し上げられないとのことでした。 

その他、石狩市以外の千歳市、恵庭市、北広島市、当別町は平成３０年度に給食費について改定を

検討するとのことでした。 

江別市と同様、厳しい中やり繰りをしていると考えられます。 

今年度も給食食材の価格動向を精査したうえで、給食の献立を日々作成しております５名の栄養教

諭が、基準の栄養価を守りながら何処まで耐えられるのかを考えつつ、改めて給食費の改訂について

検討していかなければならなくなる可能性があると考えております。 

 

○副理事長 

今、給食費を改定しようとしている市町村は何処ですか。 
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○事務局長 

検討しているのは千歳市、恵庭市、北広島市、当別町です。 

 

○副理事長 

札幌市と新篠津村はどうですか。 

 

○事務局長 

札幌市と新篠津村は平成３０年度に改定することにしています。 

 

○副理事長 

それ以外は検討中ということですか。 

今のところ意向を示していないのは石狩市と江別市だけですか。 

 

○事務局長 

石狩市は検討していないとのことでした。 

 

○副理事長 

給食費の値上げは家計に影響が大きいのでいきなり来月から値上げというのは避けた方が良いと思

います。 

もし上げるとしたらかなり長いスパンで検討し妥当な金額を算出しなければならず、他市が上げた

から来月から上げますというのはむずかしい面があると思います。 

ただ平成２９年度は野菜関係が高騰した中、冷凍の野菜を使うなど価格の変動を抑えた献立を作成

された栄養教諭の方々に、お礼を申し上げます。 

平成３０年度も平成２９年度なみに食材が高騰するかはわかりませんが、やり繰りが出来るように

給食費の設定を事務局として考えてほしいと思います。 

 

○理事長 

他にありますか。 

 

○大野理事 

江別の給食費は他の市町村と比べると高いのですね。 

 

○事務局長 

道内では小学校中学校ともに１、２位の単価となっています。 

要因としては、地場産品を積極的に使っていることなどがあげられます。 

 

○大野理事 

中学生で見ますと、千歳市と比べると２０数円違います。 

今後、江別市としては値上げをどのように検討していくのですか。 

 

○事務局長 

前回、１食あたり単価を改定したのは平成２６年度でした。 

その後、小麦粉や米の価格、牛乳の価格が上がっておりまして、その度に副食費で吸収してまいり

ました。 



- 10 - 

 

先ほどから出ております野菜の高騰、それ以外の食材の値上げ等がありますのでそれらも踏まえ平

成３０年度中、上期６か月中の献立を見てみたうえで平成３１年度の給食費については検討していか

なければいけないと考えております。 

副理事長からもありましたとおり、足りないからといって急に値上げは出来ないと考えておりまし

て、改定するのであれば平成３１年４月からと考えております。 

価格の改定ありきではなく検討していくという考えであります。 

 

○副理事長 

そうすると、平成３０年度は改定がないものと考えていいのですか。 

 

○事務局長 

そのとおりです。 

 

○理事長 

他の市町村では全食米飯というところもありますが、江別の場合米飯が週に２.５回、パンが週に

１.５回、残りが麺となっています。 

札幌の場合、米飯３回、パン１回、麺１回など市町村によって違いますが、全食米飯にすることは

可能ですか。 

 

○事務局長 

炊飯委託先の米飯の製造上限があり、センター調理場、対雁調理場とで主食がかぶらないようにす

るため、現状の週２.５回設定になっています。 

米飯を増やすとなると重なりが出て、上限を超えてしまうため、難しいと考えております。 

 

○甲斐理事 

バリエーションがあった方が、食育という点からも良いのではないでしょうか。 

いろいろ混ざっていた方が今日はパンの日、ご飯の日と楽しみになります。 

 

○甲斐理事 

食物アレルギーについて、私は江別の対応は十分だと思っています。あまり細かくすると間違いが

起きる可能性もあります。重篤なアレルギーを持った子もおられますので。 

 

○理事長 

ほかに質疑がなければ、議案第１号から議案第３号までを承認することとしてよろしいでしょうか。 

 

○各理事 

   了 

 

○理事長 

議案第１号から議案第３号まで承認されました。 

議事はすべて終了しましたが、事務局からその他何かありますか。 

 

○事務局長 

次回の理事会は平成２９年度の決算報告等について、６月に開催予定となっております。 

時期が来ましたらあらためて別途ご案内いたします。 

また、年度が変わり人事異動があった場合は、後任の理事に当たる方への引継方、よろしくお願い 
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いたします。 

 

○理事長 

それではこれで、平成２９年度第２回江別市学校給食会理事会を終わります。 

理事の皆様、大変お疲れさまでした。 

 

 

（１６：０１ 散会） 


